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平成１５年５月１６日午後３時開会 

 

   △開  会 

〇黒木事務局次長 定刻となりましたので、ただいまから第４回鹿児島地区合併協議会を

開催させていただきます。 

 本日の会議につきましては、お手元の会議次第に基づいて進めさせていただきたいと存

じますが、本日は、会議次第にもありますように、継続議案６件、そして新規議案８件の

ご審査をお願いいたしたいと思います。 

 さて、会議に入ります前に、新たに委員となられた方々を私の方からご紹介させていた

だきます。 

 お名前をお呼びいたしますので、その場でご起立をいただきたいと思います。 

 まず、桜島町議会議長の武正行様でございます。 

 なお、武様は、これまでも委員として当協議会に第１回目からご参加いただいておりま

したが、今回から桜島町議会議長としてのご出席となります。 

 続きまして、桜島町議会議員の山元満様でございます。 

〇山元委員 山元です。 

〇黒木事務局次長 続きまして、喜入町議会議員の追立實意様でございます。 

〇追立委員 追立です。 

〇黒木事務局次長 続きまして、松元町議会議員の柿迫重己様でございます。 

〇柿迫委員 よろしくお願いいたします。 

〇黒木事務局次長 続きまして、郡山町議会議員の多丸良一様でございます。 

〇多丸委員 よろしくお願いします。 

〇黒木事務局次長 続きまして、郡山町公民館運営連絡協議会会長の北野昭三様でござい

ます。 

〇北野委員 北野でございます。 

〇黒木事務局次長 それでは、本日の会議資料につきましてご確認をお願いいたします。 

 「会議次第」とありますもの、それから「第４回鹿児島地区合併協議会」と表紙にござ

います資料でございます。それと横長の資料となっておりますが、「議案関係資料」とい

たしまして、第２１号議案、第２２号議案、第２３号議案、第２５号議案、そして第２６

号議案の５部をお手元に配付させていただいております。そして「第４回鹿児島地区合併
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協議会」の冊子の中に挟み込む形になっておりますけれども、「市町村合併事務事業現況

調査書集計表」をお配りしております。そして最後に、本日付の「鹿児島地区合併協議会

名簿」でございます。 

 おそろいでございますでしょうか。 

 

   △会長あいさつ 

〇黒木事務局次長 それでは、開会に当たりまして、鹿児島地区合併協議会会長でありま

す鹿児島市の赤崎市長がごあいさつを申し上げます。 

 なお、会長には、ごあいさつの後、議長として議事を進めていただきます。 

 よろしくお願いします。 

〇赤崎会長 皆様方、改めましてこんにちは。 

 第４回の鹿児島地区合併協議会を開催するに当たりまして、一言ごあいさつを申し上げ

ます。 

 委員の皆様方におかれましては、本日も大変ご多忙の中をご出席を賜りまして、心から

感謝を申し上げたいと存じます。 

 さて、前回の第３回合併協議会におきまして、これまで合併協定項目の基本４項目の中

で１つだけ残されておりました「合併期日を平成１６年１１月１日を目標とする。」とい

うことをご決定をいただきました。このことによりまして、私どもが進めておる合併協議

の大きな、そしてまたはっきりとした目標ができたことを大変喜んでおりますし、そして

また改めて我々の責務の大きさを感じておるところでございます。 

 また、一方では、これまでの協議会において、合併協定項目の中で特に重要で、また一

方では調整が難しいとされておる基本４項目のすべての調整方針をご決定をいただいたこ

とで、私どもこの鹿児島地区の合併協議の１つの基礎ができ上がったとそういう気持ちも

いたしております。 

 さて、今回の合併協議会におきましては、合併後の市のまちづくりの基本方針となる

「市町村建設計画」の素案も議案の１つになっております。これからまちづくり計画につ

いての一つ一つの事案について、本格的に、そしてまた、より具体的な内容の協議もお願

いをするということになろうかと思っております。 

 これまでもたびたび申し上げてまいりましたが、これからもお互いに力と心を合わせて

この協議会の中で議論をし合い、そして慎重な中にも活発な議論を展開をしてまいりたい
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と思っておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと存じます。 

 委員の皆様方には、それぞれご多忙な方々ばかりでございまして、大変ご苦労をおかけ

をすることになろうと思いますが、よろしくお願いを申し上げて、大変簡単ではあります

けれども、開会に当たりましてのごあいさつとさせていただきたいと存じます。 

 本日はよろしくお願い申し上げます。 

 

   △議  事 

   △第１３号議案 合併協定項目の調整方針について 

〇赤崎議長 それでは、早速でございますが、会議次第の第３の「議事」に入らせていた

だきます。 

 この順序に従って順次進めてまいりたいと思います。 

 まず最初は、第１３号議案「合併協定項目の調整方針について」を議題といたします。 

 なお、この議案の参考資料として「市町村合併に係る事務事業現況調書総括表集計表」

を提出しておりますので、これについて事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、この１３号議案のページ数をちょっと入れておりませんが、

４ページの次に挟み込んでいる資料をごらんいただきたいと存じます。 

 「市町村合併に係る事務事業現況調書総括表集計表」でございます。 

 なお、これにつきましては、現時点で集計したものでございますことをご理解いただき

たいと思います。 

 これは、先にお示しをいたしました、この協議会で協議をしていただきます項目が４９

項目あるわけでございますが、この４９項目の協定項目ごとの調整を行っていかなければ

ならない事務事業等の項目数を現時点で集計したものでございます。項目数といたしまし

ては、一番下のところをごらんいただきますが、全部で１，３２２項目ございます。これ

らの事務事業等は、協定項目を議案としてこの協議会にご提案をする際に、議案関係資料

として調整方針案をつけて同時に提案をしてまいります。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいま事務局からご説明を申し上げましたが、この議案は、前回の第３回

協議会で提案をいたしておるところでございまして、各委員におかれては、それぞれご検

討いただいていることと思いますので、ご意見等がございましたらお願いをしたいと思い

ます。 
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 また、これまでの協議会でもお願いしてきたところでございますが、発言をされる方は

ひとつ手を挙げていただいて、マイクを持ってまいりますので、お名前をおっしゃってか

らご発言をいただきたいと存じます。 

 どなたからでもどうぞ。ご質問があればお願いを申し上げます。いかがでしょうか。こ

ういうことでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 いろいろ前回からご検討いただきましたが、特にご意見もございませんので、皆様方の

ご賛同をいただいて、第１３号議案「合併協定項目の調整方針について」は、原案どおり

決定をするということでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、第１３号議案「合併協定項目の調整方針について」は、原案

どおり決定いたします。 

 

   △第１４号議案 議会の議員の定数及び任期の取扱いについて 

〇赤崎議長 次は、第１４号議案「議会の議員の定数及び任期の取扱いについて」を議題

といたします。 

 資料の５ページをお開きをいただきたいと思います。 

 なお、この議案につきましても、前回の第３回協議会で提案をし、各委員においてそれ

ぞれご検討をしてきていただいておると思いますので、ご意見等ございましたらお願いを

したいと思います。 

〇上門委員 第１４号議案議会の議員の定数及び任期の取扱いにつきましては、１市５町

の議会で１つの方針案を作成することについては、私ども鹿児島市議会では特に異論のな

いところでございましたので、ご意見を申し上げておきます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ほかの方々は。 

〇柿迫委員 松元町議会におきましても、特別委員会におきましてこの第１４号議案につ

いて論議いたしました。先ほど鹿児島市議会の議長よりありましたように、この提案に同

意するということで結論を得ております。 
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 ただ１つ確認させていただきたいんですが、鹿児島市議会がこのことを議会運営委員会

で諮られたときに、新聞記事に載っていたんですが、「今後の具体的手順については議会

運営委員会で市議会案を協議する」というふうになっておりますけれども、私たち５町の

方はどういう形でこれを受けとめればいいのかなと、どのような形でこの具体的手順を事

務局等は考えておられるのかひとつお伺いしたいんですが。 

〇上門委員 結果的には、私ども鹿児島市議会では議会運営委員会の場で最終的な結論を

見出していきますが、それに至るまでは、どのような調整をするかというのは、私どもの

議会とまた５町の議会で調整をしながら１つの方針案を作成していきたいと、そのように

思っておりますのでご理解いただきたいと思います。 

〇柿迫委員 鹿児島市議会の方の対応というのはわかりましたが、具体的にこの協議を進

めていく場合、どこが取り扱いの世話をしていただけるのか、合併事務局がしてくれるの

か、それとも専門部会の中の議会事務局がされるのか、そこをちょっと確認させていただ

きたいんですが。 

〇赤崎議長 それは事務局どうぞ。 

〇成清事務局長 まずはやはり合併協議会の中に専門部会がございまして、議会事務局専

門部会という部会もございます。したがいまして、方針案につきましては、それぞれ１市

５町の議会の方でご検討をいただきますが、その世話役といいましょうか、それにつきま

しては一義的には議会事務局専門部会の方で行っていただくことになります。 

〇赤崎議長 よろしゅうございますか。 

 ほかの町の議会はいかがでしょうか。特にございませんか。よろしゅうございますか。 

   ［「はい」という者あり］ 

〇赤崎議長 それでは、ただいま鹿児島市議会、松元町議会からご意見が出ました。基本

的にはこの第１４号議案に掲げてあることを了承をして今後進めていくと、そういうこと

でございました。そしてまた、具体的ないわば肝入り役と申しますか、そういう窓口的な

ものは、議会事務局専門部会で協議をして具体的な進め方をしていくと、こういうことで

ございましたが、そういうことでほかの町議会の皆様方もよろしゅうございますか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございました。 

 それでは、ご賛同もいただきましたのでお諮りをいたしたいと存じますが、第１４号議

案議会の議員の定数及び任期の取扱いにつきましては、原案どおり決定することでよろし
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ゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、ご賛同いただきましたので、第１４号議案につきましては、原案どおり決定

いたします。 

 

   △第１５号議案 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第１５号議案「農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて」

を議題といたします。 

 資料１１ページをお開きいただきたいと思います。 

 なお、この議案につきましても、前回の第３回協議会で提案をし、その後、各委員にお

かれてはご検討いただいていると思いますので、意見等ございましたらお願いをいたしま

す。 

 どなたからでも。 

 事務局には農業委員会の方からの意思表示は来ているんですか。 

〇成清事務局長 この議案の取り扱いにつきまして、１市５町それぞれの農業委員会にお

いて協議がなされております。私ども事務局で１市５町の状況をお伺いいたしましたとこ

ろ、この議案で特に異論はないということを伺っているところでございます。 

〇赤崎議長 １市５町の農業委員会の意向はそういうことでございます。ご出席の委員の

皆様方は特にございませんでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

   ［「なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 それでは、特になければお諮りをしたいと思いますが、第１５号議案農業委

員会の委員の定数及び任期の取扱いにつきましては、原案どおり決定するということでよ

ろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、議案第１５号農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いにつ

きましては、原案どおり決定をいたします。 

 

   △第１６号議案 一般職の職員の取扱いについて 
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〇赤崎議長 次は、第１６号議案「一般職の職員の取扱いについて」を議題といたします。 

 この議案に関する資料は１７ページでございます。 

 なお、この議案につきましても、前回の第３回協議会で提案をいたし、各委員において

それぞれご検討いただいていると思いますので、ご意見等ございましたらお願いをいたし

ます。 

 特にご意見ございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、特にご意見がないようでございますのでお諮りをいたしますが、第１６号議

案一般職の職員の取扱いについては、原案どおり決定するということでよろしゅうござい

ますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、第１６号議案一般職の職員の取扱いにつきましては、原案ど

おり決定いたします。 

 

   △第１７号議案 事務組織及び機構の取扱いについて 

〇赤崎議長 次は、第１７号議案「事務組織及び機構の取扱いについて」を議題といたし

ます。 

 この議案の資料は２０ページでございます。 

 なお、この議案につきましても、前回の第３回の協議会で提案をいたしておりまして、

各委員においてご検討いただいておると思いますので、ご意見等ございましたらお願いを

いたします。 

〇柿迫委員 この２項目めの解釈でちょっとお尋ねしたいんですが、「合併時の支所の組

織については、住民サービスに急激な変化を来すことのないよう配慮するものとする。」

ということで、大変ありがたい文言が入れてあるんですけれども、この「住民サービスに

急激な変化を来すことのない」ということの「住民サービス」というのはどのぐらいまで

入るものなのか。単に窓口業務までなのか、企画部門等も含めてのものなのか、第３回で

出たのかもしれませんけれども、今日が初めてでありますのでお尋ねいたします。 

〇赤崎議長 事務局どうぞ。 

〇成清事務局長 この支所の事務組織あるいは機構をどのようにするのかという具体的検

討につきましては、これから各専門部会の中で事務事業の調整あるいは建設計画案の内容、
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こういったものを見ながら検討していくことになるというふうに考えております。 

 したがいまして、最終的な内容をお示しできるのは、これらが固まった後になるという

ふうに考えております。ただ、基本的な部分につきましては一定の時期にご報告ができる

ように取り組んでまいりたいというふうに考えているところでございます。 

〇赤崎議長 よろしゅうございますか。 

〇柿迫委員 はい。 

〇赤崎議長 これは基本線を掲げてございますので、具体的には、今おっしゃったように、

いわゆる現場で処理ができる権限をどれだけおろしていくかとかいろんな問題があると思

います。企画だけにかかわらずですね。例えばまちづくりの問題、いろいろなのがあると

思いますが、それは今後、専門部会等でやって、できるだけやる場合はこういう気持ちで

やりなさいよという、そういうふうに受け取っていただけたらと思います。 

〇追立委員 今の質問とちょっと重なるんですけれども、目安としていつごろになるかと、

その辺のところまでお聞かせ願えればと思うんですが。 

〇赤崎議長 今のそれをお示しができるのはいつごろかと。 

〇成清事務局長 できましたら早くというふうに考えておりますが、先ほど申し上げまし

たように一定の事務事業の調整作業、そういったものを見ながらということになりますの

で、私どもといたしましては、１５年度の後半あたりにそのような基本的な考え方がお示

しできればというふうに思っております。 

〇赤崎議長 よろしゅうございますか。 

〇追立委員 はい。 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ほかに何かございましたらどうぞ。 

 それでは、特になければ、第１７号議案「事務組織及び機構の取扱いについて」は、原

案どおり決定をするということでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、第１７号議案「事務組織及び機構の取扱いについて」は、原

案どおり決定いたします。 

 

   △第１８号議案 条例、規則等の取扱いについて 
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〇赤崎議長 次は、第１８号議案「条例、規則等の取扱いについて」を議題といたします。 

 本議案の資料は２４ページをお開きいただきたいと思います。 

 なお、この議案につきましても、前回の第３回協議会に提案をいたしておるところでご

ざいまして、各委員におかれてはそれぞれ検討していただいていると思いますので、ご意

見等ございましたらお願いをいたします。 

 事務局の方も何か補足をすることがあったら、これに限らず新たに補足をすることがあ

ったらやってくださいね。 

 特にございませんでしょうか。 

   ［「なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 それでは、特になければ、第１８号議案「条例、規則等の取扱いについて」

は、原案どおり決定をすることでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、第１８号議案「条例、規則等の取扱いについて」は、原案ど

おり決定いたします。 

 

   △第１９号議案 平成１４年度鹿児島地区合併協議会歳入歳出決算について 

〇赤崎議長 次に、第１９号議案「平成１４年度鹿児島地区合併協議会歳入歳出決算につ

いて」を議題といたします。 

 議案について事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、資料の２５ページでございます。 

 第１９号議案平成１４年度鹿児島地区合併協議会歳入歳出決算について。 

 鹿児島地区合併協議会財務規程第６条の規定に基づき、平成１４年度鹿児島地区合併協

議会歳入歳出決算について、監査委員の監査結果報告を付けて認定を求めるものでござい

ます。 

 ２６ページをお開きいただきたいと思います。別紙でございますが、１４年度の当協議

会の事業報告でございますが、これにつきましては、１の「会議の開催」から５の「その

他」までご報告をいたしておりますので、これにつきましては後もってお目通しを願いた

いというふうに思います。 

 ２７ページの歳入歳出決算書の方のご説明を申し上げます。 
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 まず、歳入でございますが、款負担金、項負担金、１目負担金でございますが、これは、

合併協議会負担金といたしまして９７８万円収入をいたしております。 

 なお、１市５町の内訳につきましては、一番右側の説明欄のとおりでございます。 

 その下になりますが、款諸収入、項諸収入、１目預金利子等でございますが、１円を収

入いたしております。したがいまして、一番下の欄になりますが、歳入合計額が９７８万

１円でございます。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出でございます。款事業費、項会議費、１目会議費でございますが、節のところでご

ざいますけれども、報酬、需用費、役務費、使用料・賃借料といたしまして、合計７１万

７，５５２円を支出いたしております。 

 ２目の広報啓発費でございますが、需用費及び委託料の合計３３０万２，７６２円を支

出いたしております。 

 次のページになります、２９ページでございます。 

 款事務局費、項事務局費、１目事務局費でございますが、共済費、賃金、旅費、需用費、

役務費、使用料及び賃借料、備品購入費の合計１７５万５，５９７円を支出いたしており

ます。したがいまして、一番下の欄になりますけれども、歳出合計額が５７７万５，９１

１円でございます。 

 なお、具体的な支出内容につきましては、それぞれ一番右側に説明欄を上げております

ので、後もってごらんをいただきたいと存じます。 

 次のページになりますが、歳入決算額が９７８万１円、そして歳出決算額が５７７万５，

９１１円となり、歳入歳出差引残額が４００万４，０９０円となります。これにつきまし

ては平成１５年度に繰り越しさせていただきます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 まず、事務局の方からの説明が終わりました。 

 なお、この決算につきましては、監査委員の方で監査をしていただいております。 

 本日は、３名の監査委員を代表して、山元監査委員の方から監査結果のご報告をお願い

いたします。 

〇山元監査委員 監査委員の山元でございます。 

 鹿児島地区合併協議会の平成１４年度の収支決算につきまして、去る４月２４日に平瀬

監査委員及び大迫監査委員とともに監査を行いましたので、代表いたしまして、その結果



 11 

についてご報告申し上げます。 

 資料の３１ページにございますが、監査に当たりましては、帳簿記録の試査、証拠種類

の抽出による検査及び関係職員に対する質問等、一般に認められた手続に従って、決算の

計数及び帳簿の記録並びに事務の処理が適正か、また決算書類が協議会の収支状況を適正

に表示しているかどうかについて、その内容を検討いたしました。 

 これらの監査の結果、決算の書類等は同協議会の財務規程に基づき作成され、決算の計

数は正確で、協議会の収支状況を適正に表示していることを確認いたしました。 

 また、事務処理の面につきましては、おおむね良好になされておりました。 

 以上、ご報告申し上げます。 

〇赤崎議長 どうもありがとうございました。 

 お聞きのとおり、決算についての事務局説明並びに監事の監査結果報告を終わりました

が、何かご質問等ございませんでしょうか。 

 よろしゅうございますか。 

   ［「なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 それでは、この決算議案につきましては、本日の協議会において認定をして

いただきたいと思いますが、まず、そのような取り扱いでいいかどうかをお諮りをいたし

たいと思います。 

 そのようなことでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、第１９号議案の決算関係の議案につきましては、本日の協議会で認定につい

ての手続をしたいと思います。 

 そこで、この議案について、原案どおり認定をするということでよろしゅうございます

でしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、第１９号議案平成１４年度鹿児島地区合併協議会歳入歳出決

算につきましては、原案どおり認定することにいたします。 

 

   △第２０号議案 市町村建設計画素案について 



 12 

〇赤崎議長 次に、第２０号議案「市町村建設計画素案について」を議題といたします。 

 議案について事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、資料１の３２ページをお開き願いたいと思います。 

 第２０号議案市町村建設計画素案について。 

 鹿児島地区合併協議会規約第３条第２号に規定する市町村建設計画の素案を次のとおり

定めることについて、協議を求める。 

 市町村建設計画素案は、別紙のとおりとする。ということで、右の方になりますが、 

３３ページからでございます。 

 まず、素案の説明に入ります前に、市町村建設計画素案の位置づけ及び趣旨等について

ご説明申し上げます。 

 この素案は、市町村建設計画案を作成するための基礎になるものでございます。後ほど

触れますけれども、この素案には、具体的な施策あるいは事業、それから財政計画は入っ

ておりません。 

 なお、具体的な施策、事業等は、現在、専門部会等において検討を進めているところで

ございますが、住民参画による計画策定を行ってまいりたいと考えておりまして、７月ご

ろに予定をいたしております意見交換会等の中で、住民の皆さんのご意見もいただきなが

ら、それらも勘案する中で建設計画案につなげてまいりたいというふうに考えております。 

 それでは、別紙の市町村建設計画素案というのをめくっていただきますと、次のページ、

（１）というページがございますが、これをずっとあけていただきまして、（３１）ペー

ジの次のページになるわけでございます。恐れ入ります、（３１）の次のページに３４ペ

ージというのちょっと広いものが出てまいりますが、縦のものでございます、これをごら

んいただきたいと。これは参考資料の１でございます。 

 これは建設計画の全体構成を示したものでございますが、一番左側が国のマニュアルで

ございます。その右側、鹿児島地区のものを挙げておりますが、これはマニュアルを参考

に鹿児島市の第四次総合計画をもとに構成をいたしております。その右に２つの欄がござ

いますが、これが素案と案との構成要素の違いを示したものでございます。 

 右から２列目が素案でございまして、一番右側が案の構成要素になります。素案が案に

なる段階では、素案の５項目めを見ていただきますと、まちづくり計画がございますが、

施策の概要、具体的施策、県の事業が追加をされることになります。そして一番下になり

ますが、財政計画というところにも一番右側に丸がございますが、これも追加をされると
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いうようなことになります。 

 構成としては、素案と案の構成の違いはこのようなことでございます。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 参考資料の２といたしまして、「まちづくり計画」ということで挙げておりますが、こ

れは、ただいま申し上げました素案が案になった段階で具体的施策が追加されるというこ

とを申し上げましたが、そのまちづくり計画のイメージでございます。破線で囲ったとこ

ろが３つございますが、施策の概要、具体的施策、県の事業、こういったものが案になる

段階では追加をされるということでございます。 

 また恐れ入ります、最初の部分でございますが、最初の括弧のついていない３２ページ、

３３ページの方に戻っていただきまして、３３ページをめくっていただきたいと思います。

そうしますとその裏に目次が出てまいります。この目次をごらんをいただきますと、よろ

しゅうございますでしょうか。 

 それでは、目次をごらんいただきますが、目次では、「はじめに」というところから、

一番下は「公共施設の統合整備」まで６つの項目を挙げているところでございます。 

 それでは、順次簡単に概要を申し上げたいと思います。これから申し上げますのは、括

弧のついたページ数で申し上げます。一番下の方に括弧つきの数字がございます、この数

字で申し上げます。 

 （１）ページから（３）ページまでになりますが、これは「合併の必要性」ということ

で挙げております。項目といたしましては、「歴史的経緯」「生活圏の一体化と住民ニー

ズの高度化への対応」、次のページになりますが、「少子高齢化と地方分権の進展への対

応」「これまでの取り組み」、最後に「合併の効果」ということで構成をいたしておりま

す。これらにつきましては、大変申しわけございませんが、後もってごらんをいただきた

いというふうに思います。 

 あけていただきまして、（４）ページをごらんをいただきたいと思います。 

 「計画策定の方針」でございますが、これにつきましては、去る４月１５日の第３回協

議会で決定をしていただきました市町村建設計画原案策定方針に基づいたものでございま

す。 

 ２番目の「計画の構成」といたしましては、まちづくり計画及び財政計画を中心といた

しまして、３番目の「計画の期間」といたしましては、合併施行の日から平成２６年度ま

でのおおむね１０カ年といたしているところでございます。 
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 ちょっと飛びますが、（９）ページをごらんをいただきたいと思います。「人口フレー

ム」でございます。この人口フレームにつきましては、昨年実施をいたしました人口推計

等の調査結果に基づきまして、１市５町の平成２６年の人口を６２万１，０００人と見込

んでいるところでございます。 

 あけていただきまして、（１０）ページからが「まちづくりの基本方針」となります。

（１０）ページでは「都市像」といたしておりますが、この都市像は、鹿児島市の第四次

総合計画で定めております「人とまち 個性が輝く 元気都市・かごしま」といたしてお

ります。 

 続きまして、（１１）ページ、（１２）ページでございますが、これは「まちづくりの

方向」といたしまして、１番目の「安心して健やかに暮らせるまち」、副題として「安心

健康都市」を挙げておりますが、これから次のページの「にぎわいと活力あふれるまち

［産業活力都市］」まで５つの目標を掲げております。これらの５つの目標は、鹿児島市

の第四次総合計画の施策の大綱に基づいたものでございます。 

 続きまして（１３）ページでございますが、「土地利用・地域別振興の方針」でござい

ます。これは、５町を加えた新しい市を９地域９地区に区分をし、それぞれの地域・地区

の振興について基本的な方針を示しております。 

 続きまして（１７）ページからでございますが、「まちづくり計画」でございます。こ

れも先ほどの施策の大綱と同じように５つの柱から、そして最後に「計画の推進にあたっ

て」というのがございますが、この施策の体系は、国のマニュアルを踏まえまして、第四

次総合計画をもとに構成をいたしております。「安心して健やかに暮らせるまち」から、

次のページになりますが、６の「計画の推進にあたって」というところまで、６つの構成

になっているところでございます。 

 なお、それぞれ掲げてあります括弧の部分がございますが、これは「計画項目」という

ふうに呼んでおりますが、全部で４５の計画項目を掲げているところでございます。 

 （１９）ページになりますが、（１９）ページからは、各計画項目ごとの基本的な方向

を示しております。先ほど申し上げましたように、計画の策定の段階では住民の皆さんの

意見も踏まえまして検討いたしまして、建設計画案の段階においては、具体的な施策ある

いは県の事業、こういったものが盛り込まれてくることになります。 

 最後に（３１）ページ、これは「公共施設の統合整備」ということについて、その方針

を示したものでございます。 
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 以上、概略でございましたが、市町村建設計画の素案についての事務局説明を終わりま

す。 

〇赤崎議長 どうもご苦労さん。 

 お聞きのとおり事務局の方から、第２０号議案の市町村建設計画素案につきましてご説

明を申し上げましたが、ただいままでの説明等に対して、何かご意見、ご質問等がござい

ましたらお出しをいただきたいと存じます。 

〇宮廻委員 ただいま説明を伺いましたが、基本は第四次の鹿児島市総合計画、これはま

だ策定して間もないわけですから、これを基本にするということは結構だと思います。 

 あと５町がどのような形で位置づけられるかということは、鹿児島市の地区別に分けて

９地区というふうな形で検討されていくということですけれども、赤崎市長がおられるわ

けで、今、住民の意見を十分聞こうということで、非常に熱心にそういう方向にいかれて

いますから、その辺は安心しておりますが、どうか鹿児島市の現在の第四次総合計画の枠

組みの中に５町の意見を十分よく反映させるような形での建設計画にしていただきたいと

いうふうに思います。 

 これは要望ですけれども、あと２つ目は、鹿児島市の場合には、基本構想というのを総

合計画審議会で審議して、そして総合計画の方は議会の方で承認を受けるような形になっ

ていたと思うんですけど、現在の建設計画というのは、基本構想が総合計画の中に入って

いくようになるんですかね。そうすると、あと実施計画、それから予算というふうな形で、

実際には事業を実施していくという段階になりますと、直接は年次予算に基づいて行われ

るような形になると思うんですね。合併にかかわる市町村建設計画、これは総合計画のレ

ベルだと思いますので、その実施計画、予算は年次でやっていくわけですから、実施計画

あたりのタイミングがどのような形で考えられているのか、その辺、ちょっと現在の見込

みで結構ですので、事務局の方でちょっとお考え、タイミングがうまくいくのかどうか、

いかせないと困ると思うんですけれども、ちょっとその辺をお聞かせいただければと思い

ます。 

 以上です。 

〇成清事務局長 まず、市町村建設計画と第四次総合計画の基本構想との関係でございま

すが、おただしのとおり基本構想につきましては市町村の議決事項になっております。市

町村建設計画が定められた後、見直すべき部分があるとすれば、第四次総合計画の基本構

想について見直しをしていくということになろうかと思っております。 
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 それから、市町村建設計画の実施計画あるいは予算との絡みでございますが、市町村建

設計画では、これ自体に具体的事業等も入ってまいりますので、これに基づくまた下位の

実施計画、そういったものは現在のところつくらない方向で考えているところでございま

して、具体的な検討については、予算で検討していくということになろうかというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 宮廻先生のお話、もう１つ抜けておったのは５町の意見、ご要望だったけれ

ども、それをひとつやっぱり答えておった方がいいと思う。 

 それから、議決事項の基本構想までには今度のこの市町村建設計画は及ばないんでしょ

う、そのことをちょっと先生のご意見の中で。 

〇成清事務局長 議決事項になっておりますのは総合計画の中の基本構想でございまして、

この市町村建設計画そのものは議決事項とはならないものでございます。私が申し上げま

したのは、この市町村建設計画を定めたことによって現在の基本構想が修正する部分が出

てくれば、それはまた見直しをしていくと、そういう意味でございます。 

 また、５町の意向について十分に配慮してほしいというようなことがございました。こ

れは、「計画策定の方針」のところ、ちょっと（４）ページをあけていただきたいと思い

ますが、「計画の趣旨」ということで書いておりますが、「この計画においては」、町名

を省略いたしますけれども、５町のそれぞれの「総合振興計画を継承するとともに」と、

そしてまた鹿児島市の「第四次総合計画を踏まえ」というような形にいたしております。

したがいまして、ベースとなるのは、それぞれの長期計画がベースになっていくわけでご

ざいます。 

 また、このほかにもそれぞれ住民の皆さんの意向をお聞きしながら、１市５町それぞれ

で住民の皆さんの意向をお聞きしながら計画策定をしてまいりたいというふうに思ってお

ります。 

〇赤崎議長 よろしいですか。 

〇宮廻委員 はい。 

〇赤崎議長 ありがとうございました。 

 ほかの委員の皆様方、後ほど諮りたいと思いますけれども、この市町村建設計画の素案

は、本日は議決をせずに次回まで持ち越してまたご検討いただくという取り扱いにしたい

と思いますが、先ほど来の質問等について何か、そのほかご検討いただく際の疑問があれ
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ばお聞きいただけたらと思っておりますが。 

 よろしゅうございますか。 

   ［「はい」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございました。 

 それでは、特にご意見等も別にないようでございますので、お諮りをいたしたいと思い

ますが、第２０号議案市町村建設計画素案につきましては、次回の協議会までに各委員で

それぞれご検討いただいて、次回で決定をいたしたいと思いますが、そのような取り扱い

でよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、そのように取り扱わせていただきます。 

 

   △第２１号議案 町名・字名の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第２１号議案「町名・字名の取扱いについて」を議題といたします。 

 議案について事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 ３６ページをお願いいたします。 

 第２１号議案町名・字名の取扱いについて。 

 町名・字名の取扱いを次のとおり決定することについて、協議を求める。 

 １ 鹿児島市及び吉田町の区域内の町の区域及び名称は、現行どおりとする。 

 ２ 吉田町、桜島町、喜入町、松元町及び郡山町の各町の区域内の字の区域を廃止し、

当該廃止された字の区域に相当する区域により新たに町の区域を設定し、当該廃止された

字の名称をもって新たな町の名称とすることを基本に調整する。というものでございます。 

 これにつきましては、別添の「議案関係資料」というのがございますので、２１号議案

「町名・字名の取扱いについて」の資料をごらんをいただきたいと思います。 

 表紙をあけていただきますと（１０）－１というページがございますが、「事務事業現

況調書総括表」ということでございます。 

 ここに「町名・字名の取扱い」という事務事業名について、それぞれ町がございまして、

区分Ｂ、そして経過の欄は空白となっておりますが、これは経過措置を設けずに一元化を

しようとするものでございます。 

 あけていただきまして、見開きになりますが、（１０）－２及び１０－３ページをごら
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んいただきたいと思います。 

 「現況」といたしまして、鹿児島市から郡山町までの現在の制度を表記をいたしており

ます。そして「課題」というところがございまして、その右側に「調整方針（案）」とい

うものを挙げております。この「調整方針（案）」は、ただいま議案として読み上げまし

た内容と同一になっております。 

 この調整方針案に対しまして、これまでのそれぞれのまちづくりの歴史・文化に配慮す

る観点などから、「現行の地方公共団体の名称であります町名を残してほしい」というよ

うなご意見もあったところでございますが、私どもといたしましては、町名・字名の調整

の基本的なスタンスといたしまして、２つのことをもとに協議を進めております。 

 １つは、やはりこの合併というのは、５０年先あるいは１００年先の世代のことを考え

て、将来にわたって垣根ができないように、合併時点で新しい鹿児島市としての一体化を

図ることが望ましいこと、そして２つ目には、現在の鹿児島市にある町が２７２町あるわ

けでございますが、これは大字を使わない方針で住所の表示をいたしておりまして、鹿児

島市と同じ取り扱いとすることが望ましいことから、いろいろ十分な議論を行った結果、

当協議会には、原案のただいま私の方で申し上げましたとおりで提案をいたしたところで

ございます。 

 また、資料１の３６ページに戻っていただきますが、この第１項につきまして、ちょっ

と補足説明をいたしますと、「鹿児島市及び吉田町の区域内の町の区域及び名称は、現行

どおりとする。」というのがございますが、このうち「吉田町の区域内の町の区域」とい

うものは、牟礼岡一丁目から三丁目までのことでございまして、これにつきましては現行

どおりとするという意味でございます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいま２１号議案「町名・字名の取扱いについて」の説明申し上げました

が、何かただいまの説明に対してご質問なりご意見等はございませんでしょうか。 

〇上山（稔）委員 会長が第１回目の会合の際にあいさつの中で、編入合併ではあります

が、各市町対等の立場で協議していきたいと申されまして、私たち意を強くしたところで

ございます。私ども桜島町の町名がなくなることについて、皆さん方にお願いをしたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 私自身も６０有余年、桜島に生まれ、育っていますので、非常に桜島ということに愛着

を持っております。そのようなことで、桜島は、大正３年の大爆発により、家屋、畑に甚
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大な災害を受けまして、住宅は焼け、畑地は埋まり、生活の糧を失いまして路頭に迷った

時期もございました。それらを克服しまして今日に至っているところでございます。この

ようなことで、我々の先祖がこのように築いた桜島町がなくなることは、また先祖に対し

ても非常に残念なことでございます。 

 そのようなことで、例えば単純に申し上げますと、「桜島町一丁目、二丁目、三丁目」

とこのような名称の取り扱いはできないものか。 

 また、逆に現在の大字で申し上げますと、桜島町には「武」という地域がございまして、

現在、鹿児島市にも「武町」という地域があるようでございます。同地区名が２つできる

ことも考えられます。この協議会では住居表示については大して大きな案件ではないかも

しれませんが、一般の住民につきましては非常にインパクトが強く、重大な関心事である

ものと考えられますので、このようなことで、桜島町民は非常に愛着があるわけでござい

ますので、各委員の皆さん方のご理解をいただき、字名すなわち「桜島」を残すことにつ

いてご検討願えないかということでお願い申し上げる次第でございます。 

 以上です。 

〇赤崎議長 事務局からご答弁を申し上げますが、今お話があった中で「あるいは当協議

会においてはそう大きな案件でないかもしれないが」というお話がございましたが、それ

は決してそういうことではございません。私ども首長会におきましても協議をいたしまし

た。そして今お話があった桜島というものに対する愛着、郷愁ということについてのご意

見の開陳もございました。これはもう十分踏まえなければいけないと思っております。 

 そして、最初申し上げたように、それぞれの自治体、それぞれの土地の歴史・文化とい

う面からの尊重というものも当然これはやらなければいけない。あるいはまたそれぞれの、

これはもう桜島に限らず、郡山町にせよ、喜入町にせよ、松元町にせよ、吉田町にせよ、

それぞれのところもやっぱり従来の町名に大きな愛着と郷愁を持っておられるだろうとい

うふうに思います。桜島はそういう非常に噴火という中で苦労されてきた歴史的な経過は

ありますけれども、気持ちは一緒であろうという考え方もあろうと思います。 

 そういうものを踏まえて協議をし、今日のご提案を申し上げております。また、そうい

う提案の中にも、今お話のあったことはこれは十分心にとめておかなければならないこと

だというふうに考えております。 

 そこで、例えば同じ桜島にしても、昭和２５年に東桜島地区を合併をいたしまして、東

桜島地区全体を東桜島町とせずに、旧湯之の集落だけを東桜島町と言って、持木なり、古
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里なり、黒神なりというところは全く「桜島町」を冠しない町名にしてきておる。そうい

ういろいろなこれまでの歴史的な経過もありますので、そういうこと等を踏まえて、この

原案でいかがでしょうかという提案をいたしました。 

 したがって、先ほども申し上げ、これからお諮りをしたいと思いますけれども、今日は

決めずに、それぞれご検討をいただいたらというふうに考えております。 

 また、当然、おっしゃったように、全く同一の地名に対してはやっぱりそれは何らかの

識別をすることが必要であろうと。この前も首長会で申し上げたわけですけれども、「松

元駅」も、恐らく全国に「松元駅」というのは幾つかあるんだろうと。したがって、「薩

摩松元駅」という名前に駅名もしてあるわけで、そういう配慮は当然していかなきゃいけ

ない。そういう場合にできるだけやっぱり「桜島」という名前を冠する、つけるというそ

ういう努力はやっぱり当然していかなくちゃならん一面であろうと思っております。 

 そのほか、「何丁目」ということについての考え方等、具体的なことはひとつ事務局か

らご答弁を申し上げますが、一口で申し上げますと、「何丁目」というのはこれは住居表

示のときに使う呼称であって、今回のところは町名・字名という「町名」でありますから、

何丁目という使い方は、将来いずれ住居表示を５町のところにもやっていかなければいけ

ないことでしょうが、その際に「桜島何丁目」というふうに変えるということは可能です

し、また、そういうふうでやったらと思いますけれども、「何丁目」というのは、この場

合の行政的なこれとはまた違う面だろうと思いますが、そういうことでいいのかな。間違

っておったら訂正してください。 

〇山中建設専門部会長 住所の表示につきましては、現況を申し上げますと、最初、自治

体名がございまして、その次に、鹿児島市の場合ですと地域の区分ということで「町」と

いう単位で扱っております。それから、吉田町は「町」と「字」で表示しておりまして、

桜島町、喜入町、松元町、郡山町は「字」で表示をされております。 

 したがいまして、合併後につきましては、この提案と申しますのは、合併後は、１市５

町が新しい自治体の名前として「鹿児島市」ということで発足をするということで、この

部分については「鹿児島市」が当てはまります。 

 そして、今、「町」と「字」ということになっております部分を、鹿児島市が使ってお

ります「町」ということで、町・字ということでなくて、町という形で統一をする形で表

示をしたいということでございまして、その町の名称につきましては、現行鹿児島市のも

のにつきましては現在の町名を使う。そして吉田町の町名についてはそのまま使う。そし
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て、字を使われているところにつきましては、現在の字名を町名として、今までの歴史と

か経過、そういうようなものを踏まえた上で字名を町名として使うという考えでおります。 

 したがいまして、その中に先ほどございましたように「武」という名前が、鹿児島市も

あります、桜島町にもありますし、郡山町にもございますが、それにつきましては少なく

とも調整をする必要があるというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 そこの１つの提案があった「何丁目」というのの採用はできないのかと、そ

れを答えないと。 

 「何丁目」というのは、住居表示用として使うという私の説明は間違っていますか。 

〇山中建設専門部会長 今の段階で申し上げますと、住居表示のときに「丁目」は一般的

に使っております。 

〇赤崎議長 そういうことです。 

 今日はここで決定をするわけではありませんので、ご説明だけ申し上げて、そしてまた

ご意見をそれぞれ受けとめた上で検討していただいて、これは次の段階だと思いますが、

いずれにせよ、お気持ちはわかるけれども、１つのルールなり決め方なりというのは、や

っぱり同じルールに基づいて決めていかざるを得ない面があるという、これが一番大きな

ことだということはご認識をいただきたい。そういう中で、おっしゃった桜島というのが

生かせる面があるのかどうなのか、生かせる方法があるのかどうか、そういうことについ

ての知恵は絞っていかないかんでしょうけれども、ルールはやっぱりこれでいかざるを得

んのかなあと。そのことは私の方からも申し上げて、これもまた１つの意見として受けと

めていただいて、次にしていただければと思います。 

 同じくこのことについて何かございませんでしょうか。 

〇山元委員 全委員の皆さん方がいらっしゃる中で、この桜島町の町名が消えるというこ

のことの歴史的な問題につきましても、今、上山さんの方からもありましたけれども、皆

様方にご理解をいただいて、今後の審議に役立てていただければとこう思いまして申し上

げたいと思うんですけれども、私は「桜島町」を残したい理由といたしまして、火山とい

う歴史的な背景がありまして、観光的にも、また全国的なアピールになっているのは事実

でございます。また、合併をしても故郷愛ははかり知れないものがあると私は思うわけで

す。桜島出身者も本当に寂しがると、このように思って残念でならないわけでございます。 

 桜島の住民は、火山の爆発の歴史とともに生きてきました。火山噴火を恒常的に抱える
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地の住民としては、自主防災という観点からも独特の結束、統制が必要であると、私はこ

のように理解しております。その統制を図る方法として「桜島」という町名にあると思っ

ておるところでございます。地名には歴史や伝統があります。地元住民だけではなく全国

民に知られて、過去と現在、未来をつなぐ歴史の縦糸ではないかとこのように私は思って

おります。あらゆる角度から、このような町名をなくするというこの問題については、い

ろいろ慎重に議論をしていただきまして、「桜島町」を残してもらいたいというこの気持

ちでいっぱいなのでございます。 

 ５月１５日のマスコミ報道でも「町名が消える」という新聞報道で、町民が非常に関心

を持って心配しているところでございまして、私も何とかして委員の皆さん方がこの桜島

の歴史をもう一回慎重に考えていただいて、なるべくならこの「桜島」を残していただき

たいとこのように思う気持ちでいっぱいでございます。今後の協議の内容にもかかわる問

題でございますので、要請として申し上げておきますが、今後、慎重にこのことについて

は協議をしていただくように要請を申し上げておきたいと思います。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 この中でも、先ほども市町村建設計画の素案の中に出てきましたが、「桜島

地域」というそういう名前で行政の中ではできるだけ残していくと。あるいはまた、これ

は今、言うべきことかどうかはわかりませんが、それぞれの５町に、先ほど申し上げたよ

うに住民サービスの低下を来さないような形で支所として残していくと。そういう場合に、

やっぱり当然そういう場合は「桜島支所」という名前に一般的、常識的にはなるであろう

と思いますし、あるいは今、鹿児島市の消防の分遣隊を置いてありますけど、これも「桜

島分遣隊」という名前はこれはずっと残していかなきゃいけない。そういうことで、ある

いはまたそれぞれの町名をやりますけれども、それを統合した「桜島何とか協議会」みた

いなものも当然できていくであろうと。 

 いろんなことはあろうと思いますが、それから今、我々は、１市５町の編入合併の中で

こうやっていますけれども、５町、６町が対等合併をした場合にはこれはもう全部が新し

い名前に変わっていかざるを得ない。そういうわけですので、今、おっしゃったことはも

う十分それぞれ皆さん受けとめていただくと思いますけれども、そういう点についてもや

っぱりご考慮がいただけたらという私の気持ちでございます。これをごり押ししようとい

う気持ちでなくてですね。 

 そのほかは。 
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〇福石委員 桜島町と同じような意見でございますけれども、吉田町にとりましても、字

が消えるというような状況にあります。できれば、町はなくなっても、「吉田西佐多浦」

「吉田本名」「吉田宮之浦」という字で置いておきたいなという意見でございます。 

 それをなぜ申し上げますかと申しますと、この字を変更することによって、おのずから

地番を新たにつくらなけりゃならないと。そういうことによって、将来的に登記面におい

て非常に面倒が起きてくる問題が発生するのではないかというふうに考えるわけです。現

在においても、住所が違ったり番地が違ったりしますと非常に登記上で面倒を来している

状況を私も聞いておりますが、そのような問題は解決策があるのかどうかお伺いをいたし

ます。 

〇山中建設専門部会長 今、字名がなくなるというお話でしたけれども、住所の表示にこ

こでご提案しておりますのは、現在、吉田町の場合ですと、町表示が牟礼岡の一丁目から

三丁目がございます。そのほかに字表示が５つございます。それを、吉田町に関して言い

ますと、全体的にそうですけれども、鹿児島市と同じように「町」ということで表記をす

ると。そして、「町」という表記の前に来る名称につきましては、町というところの牟礼

岡は、そのまま牟礼岡一丁目、二丁目、三丁目ですけれども、字で使われている分、今、

おっしゃいましたように「西佐多浦」とか何とかという字の名称、例えば「大字西佐多

浦」とかいう形ですけれども、字ではなくて、今、字で使われている分をそのまま町名に

スライドさせると。ですから、「西佐多浦町云々」という形で表示をしたいというのがこ

の表示でございます。 

 ですから、ほかの町におきましても、字名を使わないというんじゃなくて、字名をその

まま町の名称にスライドさせるということでございまして、字名がそのまま区域の住所の

表示のときの名称になるということでございます。 

〇福石委員 大体わかるわけでございますが、そうしますと、地番の変更というのはせず

に済むわけですね。 

〇山中建設専門部会長 現在のままでございます。 

〇赤崎議長 よろしいでしょうか。 

〇追立委員 町名がなくなる根拠と字名を残さなきゃいけない、そこのところがまだ私、

理解できないんですね。字名は消えても町名は残したいというのがやはり５町の気持ちだ

と思うんです。 

 ちょっと提案したいんですけれども、こういうような形の中では、今、桜島町、吉田町
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と個々でやっていますけれども、そのすり合わせのやっぱり話し合いとかそういうような

場を設けさせていただければと思うんですよ。今、個々で話をすると、何で町名が消える

んだろうかと、それで字名がどうして生きるんだろうかと。 

〇赤崎議長 それは先ほど申し上げたように、それぞれ各町から出てきている幹事会、専

門部会がありますから、そこの場ですり合わせをするということになって、そのすり合わ

せをした結果をこの協議会に再度諮ると、そういう手順になりますから。 

〇柿迫委員 今、喜入町の追立委員からありましたように、住所表示のルールとして、そ

れぞれの町名が消えて字名を残すんだということは１つ理解ができたんですが、もう１つ、

調整方針案が出された選択肢ですが、先ほど説明の中で、歴史的経過等を考慮して検討し

て、それでもやはり５０年先、１００年先を考えたときに垣根をなるべく取り除いておっ

た方がいいだろうと、そういう理由で今回こういう提案をしたんだというふうに私、理解

したんですが、これ以外にもまだそういう、言い方は悪いですが、メリットというか、あ

るのか。例えば、先ほどから出ていますように住居表示の費用とかそういうのを含めても、

もう今の段階で字名で残していた方が有利なんだと、こういう垣根そのものをなくすとい

う大きな理由以外にもまだあるんでしたら、それを教えていただきたいんですが。 

〇成清事務局長 私の方で大きな２つの理由をご説明を申し上げましたけれども、それ以

外に何か具体的な理由があるかというようなおただしでございましたが、これについては、

そのほかについては具体的な理由というのは特にございません。繰り返しになりますけれ

ども、やはり合併というのは一体性の醸成ということが一番大事なことでございます。や

はり私ども現在に生きているものにとっても、じゃ何のために合併をするのかということ

で、同じ鹿児島市民として暮らしていくと、そして同じような行政制度でサービスを受け

ていくというのが、これはやはり合併の基本であろうというふうに考えております。 

 それに加えて、町名・字名というのは、歴史、そういったものがあるわけでございます

ので、過去の歴史もございますが、やはり将来のこと、今、先ほど縦糸というようなお話

もございました。やはり我々としては、将来に責任を持ってその制度を決めていくという

ことも必要でございますので、先ほど私の説明では、５０年先、１００年先のことを考え

てやはりこういう制度に統合した方がいいんじゃないかと、このような説明をしたところ

でございます。 

〇赤崎議長 それでは、いろいろご意見もあろうと思いますが、また今日までいろいろご

意見もいただきましたが、この２１号議案については、次回の協議会までにまたそれぞれ
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各委員の皆さん、ご検討をいただいて、またその間、幹事会、専門部会等で十分協議をし

てもらって、次回で決定をしたいと思いますが、そういう取り扱いでよろしゅうございま

すか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、そのように取り扱わせていただきます。 

 

   △第２２号議案 慣行の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第２２号議案「慣行の取扱いについて」を議題といたします。 

 事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、３８ページをお開き願います。 

 第２２号議案慣行の取扱いについて。 

 慣行の取扱いを次のとおり決定することについて、協議を求める。 

 １ 市紋章については、鹿児島市の市紋章を用いるものとする。 

 ２ 市旗については、鹿児島市の市旗を用いるものとする。 

 ３ 市民歌については、鹿児島市の市民歌を用いるものとする。 

 ４ 市民憲章については、鹿児島市の市民憲章を用いるものとする。 

 ５ 名誉市民については、鹿児島市の制度に統合するものとする。 

 ６ 市木・市花については、鹿児島市の市木・市花を用いるものとする。という提案で

ございます。 

 また、恐れ入りますが、議案関係資料の２２号議案の関係をお開き願いたいと思います。 

 慣行につきましては、ただいま議案として申し上げました市紋章から市木・市花まで６

項目を掲げております。これらにつきましてはすべて一元化をいたします。 

 次のページ、（１１）－２及び３をお開き願いたいと思います。 

 具体的には、市紋章、市旗、市民歌、市民憲章、及び次のページになりますけれども、

市木・市花につきましては、現在の鹿児島市のものを用いるものといたしまして、また名

誉市民につきましては、これは（１１）－６及び７になりますが、鹿児島市の制度に統合

するものといたします。 

 なお、一番最後の市花につきましては、将来、見直しの検討も必要ではないかというふ

うに考えております。 
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 以上でございます。 

〇赤崎議長 何かご質問、ご意見等ございませんでしょうか。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、特になければ、本日のところはこれぐらいにして、この議案につきましても、

次の協議会まで持ち越していただいて、その間、各委員の方でそれぞれご検討いただき、

次回で決定をしていただきたいと思いますが、そのような取り扱いでよろしゅうございま

すでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、そのようにさせていただきます。 

 

   △第２３号議案 財産及び公の施設の取扱いについて 

〇赤崎議長 次は、第２３号議案「財産及び公の施設の取扱いについて」を議題といたし

ます。 

 事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、３９ページをお願いいたします。 

 第２３号議案財産及び公の施設の取扱いについて。 

 財産及び公の施設の取扱いを次のとおり決定することについて、協議を求める。 

 吉田町、桜島町、喜入町、松元町及び郡山町の財産（権利及び義務を含む。）及び公の

施設は、合併時にすべて鹿児島市に引き継ぐものとする。ものでございます。 

 これにつきまして、現在、５町が保有しておられる財産と公の施設は、編入合併により

ましてその帰属主体がなくなることになります。したがいまして、合併時に鹿児島市が引

き継ぐことといたすものでございます。 

 なお、合併時に引き継ぐこととなる財産及び公の施設の具体的な取り扱いにつきまして

は、今後の各種事務事業の調整・協議の結果により整理をされていくこととなります。 

 なお、議案関係資料といたしまして、「第２３号議案関係資料」として、財産及び公の

施設の取扱いの一覧表を挙げております。 

 これにつきましては、地方自治法に規定をされております１市５町の財産につきまして、

平成１３年度末時点で整理をいたしております。 

 次のページになりますが、「公の施設の集計表」がございます。「福祉施設」から「そ
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の他公共用財産」まで全部で１，４２４の施設を、これも平成１３年度末現在で整理をい

たしております。 

 これらの財産につきましては、資料として大変膨大なものでございますけれども、具体

的な財産等につきましては、各委員の皆様方には後もってごらんをいただきたいというふ

うに思います。 

 なお、これらの合併によりまして財産の処分をどうするのかということにつきましては、

それぞれ１市５町の間で協議を行ってまいりますが、合併議案を提案する時点で別途それ

ぞれの議会の方に、財産処分の議案として提案をすることになります。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいまの財産及び公の施設の取扱いの説明について、何かご意見、ご質問

等ございませんでしょうか。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、お諮りをいたしたいと思いますが、この第２３号議案の財産及び公の施設の

取扱いにつきましては、次回の協議会までに各委員でそれぞれご検討いただき、次回で決

定いただきたいと思いますが、そのような取り扱いでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 ご異議ございませんので、そのような取り扱いにさせていただきます。 

 

   △第２４号議案 公共的団体等の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第２４号議案「公共的団体等の取扱いについて」を議題といたします。 

 事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、４２ページをお開き願います。 

 第２４号議案公共的団体等の取扱いについて。 

 公共的団体等の取扱いを次のとおりとすることについて、協議を求める。 

 公共的団体等は、合併後における市の一体性の確立に資するため、各団体のこれまでの

経緯、実情等を十分尊重しながら、統合整備に努めるものとする。という提案でございま

す。 

 ４３ページをお開き願いたいと思いますが、「参考」のところでございます。 

 市町村合併の特例に関する法律の抜粋を掲げておりますが、第１６条第８項では、いつ
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までも合併関係市町村単位で同種の公共的団体等が存続することは、合併市町村の一体性

の確立の面からも好ましくないという観点から、市町村合併に際しまして、その区域内の

公共的団体等は、その統合整備を図るように努めなければならないという努力義務が課さ

れているところでございます。 

 ただいまご説明を申し上げましたこの２４号議案も、この法律の規定等に基づき、提案

をいたしたところでございます。 

 次に、公共的団体等の統合に関します基本的なスタンスでございますけれども、公共的

団体等の統合につきましては、各団体の自主性を尊重いたしまして、各団体が自主的な判

断により統合に向けて取り組んでいただくものといたしてまいりますが、自治体といたし

ましては、できるだけ統合が促進されるよう助言や働きかけを行うことといたします。 

 ４４ページ及び４５ページに「公共的団体等総括表」というものをおつけをいたしてお

ります。これは、自治体の合併に伴いまして統合することが望ましいと考えられる公共的

団体等をリストアップいたしております。このリストアップの考え方でございますけれど

も、合併特例法の対象となる公共的団体等は、別に地方自治法の第１５７条に定めており

ます公共的団体等とその範囲を同じくいたしております。したがいまして、農業協同組合

とか漁業協同組合、それから社会福祉協議会あるいは教育・文化スポーツ団体などとなっ

ております。 

 これらの中から、事務局といたしましては、そのピックアップの基準といたしまして、

合併後の市の事業に大きなかかわりがある団体、２つ目は、行政サイドではなくて住民の

視点に立って、同一地域内に類似の団体が存在することは望ましくないと考えられる団体、

３つ目には、同じ目的を持った団体で、統合することによって効率的な活動や組織の強化

が期待できる団体というような基準でリストアップをしたところでございます。 

 なお、このリストは、参考として挙げておりまして、このリストに載っているから絶対

に統合しなければならないというものでもなく、また逆に、このリストに載っていない公

共的団体は統合するべきではないとそういうものではございませんので、そのようにご理

解をいただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいまの第２４号議案の公共的団体等の取扱いについての事務局説明に何

かご質問等ございませんでしょうか。 

 団体の一覧表あるいはこれらについての当協議会あるいは合併をする１市５町の行政の
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スタンスの問題等、いろいろご説明申し上げましたが、そういう方向でよろしゅうござい

ますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 それでは、特にご質問等なければ、お諮りをいたしたいと存じますが、この

第２４号議案の公共的団体等の取扱いについても、次回の協議会までに各委員でそれぞれ

ご検討いただき、次回でご決定をいただきたいと存じますが、そのような取り扱いでよろ

しゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、ご異議ございませんので、そのような取り扱いにさせていただきます。 

 

   △第２５号議案 地方税の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第２５号議案「地方税の取扱いについて」を議題といたします。 

 事務局からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、資料１の４６ページをお開き願います。 

 第２５号議案地方税の取扱いについて。 

 地方税の取扱いを次のとおり決定することについて、協議を求める。 

 地方税については、鹿児島市の制度に統合するものとする。 

 ただし、個人市民税の均等割及び事業所税については、市町村の合併の特例に関する法

律第１０条第１項の規定により、合併が行なわれた日の属する年度及びこれに続く２か年

度に限り不均一課税とする。 

 なお、新たに課税される吉田町、桜島町、喜入町、松元町及び郡山町の区域の事業所税

については、税率を段階的に引き上げるものとする。という提案でございます。 

 議案関係資料の「２５号議案関係資料」をお開き願いたいと思います。 

 地方税の協議項目といたしましては、「個人市（町）民税」から「前納報奨金」まで９

項目につきまして、鹿児島市の制度に統合しようとするものでございます。 

 次のページ、（１４）－２及び３をごらんいただきたいと思います。 

 具体的には、個人町民税につきましては、一番上の均等割税率は、不均一課税制度を適

用し、合併年度の１６年度と１７年度、１８年度は現行どおりとし、平成１９年度から鹿

児島市の税率に統一しようとするものでございます。 



 30 

 この不均一課税制度を導入する理由でございますが、個人町民税の均等割は、低所得者

を含め、広く町民に負担をしていただくものでございますので、一定期間に限りその負担

を軽減しようとするものでございます。 

 軽減する期間は、住民負担の公平性という観点から、できるだけ短い期間とすることが

適当であると考え、平成１９年度から統一しようとするものでございます。 

 また、その下の非課税基準、納期、減免制度は、１７年度から鹿児島市の制度に統合し

ようとするものでございます。 

 続きまして、（１４）－４及び５、次のページになりますが、お開き願います。 

 法人町民税につきましては、合併時に鹿児島市の制度に統合しようとするものでござい

ます。 

 続きまして、あけていただきまして、（１４）－６及び７ページでございます。軽自動

車税でございますが、これは、納期は１７年度から、標識の紛失等による弁償金は、合併

時に鹿児島市の制度に統合しようとするものでございます。 

 また、入湯税につきましては、合併時に鹿児島市の制度に統合しようとするものでござ

います。 

 あけていただきまして、（１４）－８及び９ページでございますが、事業所税につきま

しては、資産割及び従業者割の税率につきまして、不均一課税制度を適用し、税率を段階

的に引き上げて、１９年度から鹿児島市の税率に統一しようとするものでございます。 

 この不均一課税制度を導入する理由でございますけれども、事業所税は、人口が３０万

以上の都市において課税をされる税でございまして、５町は課税しておりません。したが

いまして、合併によりいきなり相当の税が課税されることになるため、激変緩和措置とし

て、一定期間に限りその負担を軽減しようとするものでございます。 

 また、軽減する期間につきましては、先ほどの町民税と同様の観点から、平成１９年度

から統一しようとするものでございます。 

〇赤崎議長 段階のそれは言わんでいいの、段階的にこれをやるというのは。 

〇成清事務局長 大変申しわけございません。（１４）－９ページをごらんいただきたい

と思います。 

 事業所税の段階的引き上げのさらに詳細な内容でございますが、「調整方針（案）」の

ところをごらんいただきますと、５町の区域の税率としまして、合併の２年度目、これに

つきましては資産割を２００円、従業者割を０．０８％、そして３年度目に資産割を４０
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０円、従業者割を０．１６％に引き上げ、そして合併の４年度目に、現行の鹿児島市が６

００円で０．２５％になっておりますが、この４年度目に統一をしようという内容でござ

います。 

 続きまして、（１４）－１０及び１１ページでございますが、固定資産税でございます

けど、固定資産税につきましては、税率は、１市５町とも同じ標準税率を適用いたしてお

りまして調整の必要はございません。 

 なお、納期等につきましては、平成１７年度から鹿児島市の制度に統合しようとするも

のでございます。 

 続きまして、（１４）－１２及び１３ページをごらんいただきたいと思います。 

 都市計画税につきましては、合併時に鹿児島市の制度を適用しようとするものでござい

ます。 

 最後に、（１４）－１４及び１５ページでございますが、納税貯蓄組合、前納報奨金制

度につきましては、１７年度から鹿児島市の制度に統合しようとするものでございます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいま２５号議案の「地方税の取扱いについて」のご説明を申し上げまし

たが、何かご質問等ございませんでしょうか。 

〇柿迫委員 事業所税のこの不均一課税の３年間の経過措置についてちょっとお伺いした

いんですけど、先ほど説明にありましたように、この事業所税というのは、鹿児島市しか

今、県内にはないわけです。そうしたときに５町の事業所で該当するところは、ある日突

然事業所税が発生するということになろうかと思うんですね。そのことだけでもやはりあ

る程度の抵抗があろうかなあと思える中で、経過措置として３年間にわたって、２００円、

４００円、６００円、３年目にはもう鹿児島市と同じですよというふうにされますけれど

も、先ほど申し上げましたようにこの事業所税そのものについての抵抗があろうという観

点からいけば、３年間にわたって経過で上げていくよりかは、１年間経過措置を置いて、

据置期間を置いて、「来年度から事業所税が、鹿児島市と合併になりましたので」という

方がかえって理解が得られるんじゃないかなあと、私自身はそのように感じるんですが、

そのような検討は専門部会等の中ではされなかったのかひとつお尋ねしたいんですが。 

〇児島総務専門部会委員 事業所税についてお答えいたしますが、総務専門部会では、事

業所税の軽減をということで意見はあったというふうに聞いておりますが、具体的に据置

期間を設けてということでの意見は私どもとしては聞いておりません。 
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 結果的に段階的に引き上げというふうになったことについては、鹿児島市と合併をされ

た場合に行政サービスと負担の均衡という立場から、合併の翌年度から少しでも鹿児島市

の企業と同じような負担というのをするべきであるということで、平成１７年度から負担

をしていただくということで決めさせていただいた経過がございます。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 これは首長会でも議論をしました。今おっしゃった、本来ならば１６年１１

月に合併しますから、それからすぐ鹿児島市の税制に移るべきですけれども、平成１６年

度は現在のままでいこうと。いわゆる約４カ月ぐらい、それはもうそのままでいこうと。

合併をして４～５カ月した後に平成１７年度を迎えますから、１７年度からやろうと。 

 それで、今おっしゃったように２つの方法があると思います。例えば２年間なら２年間

やった場合に、２年間は今までどおり課税をしないで、３年目に１００％やるという案が

ある。これは、先ほど事務局からご説明申し上げたように、あくまでも本来ならば合併と

同時に課税をし、納税をすべきものですけれども、余りにも、今までがゼロであっただけ

に、高額の税金を納める企業があると。そういう意味で、いわゆる激変緩和と、ゼロが５

００万になり、ゼロが６００万になるということを、その激変を緩和しようということで

すから、３年後にゼロが５００万になるのはこれは激変緩和という本来の趣旨に合いませ

んので、それを６００万なら６００万を２００万、４００万、６００万というふうに少し

ずつ上げていくと、それが激変緩和の趣旨であり、またその方が企業としても経営、いろ

んなことで対応がしやすい面があるんじゃないかと。そういういわゆる激変緩和という本

旨から見てこの方法が一番適当であろうと。そういうことで最終的に首長会では決めさせ

ていただきました。 

〇赤崎議長 ほかは何か。 

 よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、特にご質問がなければお諮りをいたしますが、この第２５号議案の地方税の

取扱いにつきましては、次回の協議会までに各委員それぞれご検討いただいて、次回でご

決定をいただきたいと存じますが、そのような取り扱いでよろしゅうございますでしょう

か。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、そのように取り扱わせていただきます。 
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   △第２６号議案 国民健康保険事業の取扱いについて 

〇赤崎議長 次に、第２６号議案「国民健康保険事業の取扱いについて」を議題といたし

ます。 

 事務局の方から議案の説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 それでは、資料１の４８ページをお開き願います。 

 第２６号議案国民健康保険事業の取扱いについて。 

 国民健康保険事業の取扱いを次のとおり決定することについて、協議を求める。 

 国民健康保険事業については、鹿児島市の制度に統合するものとする。 

 ただし、国民健康保険税の税率等については、合併が行われた日の属する年度に限り、

現行の制度を基本とする。という提案でございます。 

 また、恐れ入りますが、別添の議案関係資料の国民健康保険、第２６号議案関係をお開

きを願いたいと思います。 

 （１５）－１ページ、総括表でございますが、国民健康保険事業につきましては、１の

「賦課方式」から１１の「国保診療施設事業」まで１１の項目につきまして、この番号の

５番目「納税・徴収体制」につきましては合併時には現行どおりとし、次の番号６の「国

保基金」につきましては廃止をし、番号１１の「国保診療施設事業」につきましては合併

までにその取り扱いを決定することで、区分欄は空白になっているところでございます。 

 あけていただきまして、（１５）－２及び３ページでございますが、賦課方式、納期に

つきましては、合併の翌年度から鹿児島市の制度に統合しようとするものでございます。 

 ２番目の税率につきましては、市町村の合併の特例に関する法律第１０条第１項の規定

により、合併の行われる日の属する年度に限り、不均一課税を行おうとするものでござい

ます。 

 次に、納税・徴収体制は、合併後３年をめどにその整備を図ろうとするものでございま

す。 

 続きまして、（１５）－４及び５ページでございます。次のページでございますが、国

保基金につきましては、５町が保有されている基金は合併までに廃止をし、鹿児島市の国

保特別会計に繰り入れようとするものでございます。 

 出産資金貸付制度は、合併時に鹿児島市の制度に統合し、基金による運用ではなくて、

事業費を計上し、実施をしようとするものでございます。 
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 葬祭費、はり・きゅう等の保健事業は、合併の翌年度から鹿児島市の制度に統合しよう

とするものでございます。 

 一番下の国保運営協議会につきましては、合併時に鹿児島市の制度に統合しようとする

ものでございます。 

 あけていただきまして、次の（１５）－６及び７ページでございますが、国保診療施設

につきましては、桜島町におきまして２つの診療所が運営されておりますが、これは、国

保の被保険者だけの施設ではないことから、国保事業として運営することは難しい面がご

ざいますので、その取り扱いにつきまして、桜島町の意向も踏まえて検討をし、合併まで

に決定をしてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

〇赤崎議長 ただいまの「国民健康保険事業の取扱いについて」の説明に何かご質問等は

ございませんでしょうか。 

 特にございませんでしょうか。 

 それでは、特になければお諮りをいたしますが、この第２６号議案の国民健康保険事業

の取扱いにつきましては、次回の協議会までに各委員でそれぞれご検討いただき、次回で

決定していただきたいと存じますが、そのような取り扱いでよろしゅうございますでしょ

うか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、そのように取り扱わせていただきたいと存じます。 

 以上で、本日予定をいたしました議事についての審議は終わりました。 

 

   △その他 

   △次回の開催について 

〇赤崎議長 次に、会議次第の「４ その他」に入らせていただきます。 

 まず、次回の協議会の開催について、事務局の方からご説明を申し上げます。 

〇成清事務局長 次回の第５回鹿児島地区合併協議会の開催につきましては、６月９日月

曜日午後３時から、かごしま市民福祉プラザで開催をする予定でございますので、どうぞ

委員の皆様方よろしくお願いを申し上げます。 

 ただいま次回の協議会の開催について事務局からご説明申し上げましたが、この日程で
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第５回の協議会を開催をするということでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 ありがとうございます。 

 それでは、この日程で開催をさせていただきたいと存じます。 

 各委員の皆様方、当初あいさつでも申し上げましたように、大変ご多忙でしょうけれど

も、ぜひひとつご参加、ご出席を賜りたいと存じます。 

 そのほか何か、委員の皆様方、ご意見等ございませんでしょうか。 

〇柿迫委員 先ほど審議されました「町の名前が消える」という新聞記事でありますけれ

ども、今日結局、法定合併協議会が開かれて、昨日の新聞に今日の提案事項が載っている

と。昨日のこの新聞を見られて、住民の方から私どもに何人か問い合わせがあったんです

が、全然聞いてもいないことだったもんですから、「いや、それはわかりませんね」とい

うふうにしか答えられなかったんですけれども、今後のこの協議を進める中でこういう形

が出てくると、この法定協というそのものがちょっとなし崩しになってしまうんじゃない

かなあとそのような懸念を持つんですけれども、このように至った経緯というのはどのよ

うなものだったのかを説明をしていただきたいんですが。 

〇赤崎議長 私の方からご説明申し上げます。 

 私も昨日の朝見て、実はびっくりして、これは事務局が何かのあれで、リークするとい

う気持ちは持たなくても、何らかの形でそういう結果になるような対応をしたんじゃない

のかなと。とりわけ私が非常に感じましたのは、あの中で、「今度の協議会では決定をせ

ずに次回に持ち越すことになっている」というような、そういう記事まで載っておりまし

たので、私は早速企画部長と合併対策室長を呼びましてきつく問いただしたわけですけれ

ども、「私どもは全くそういうあれはありません。事務局はありません」と。「新聞記者

のだれとも接触をしたこともありませんし、また、そういうことをしてはいけないという

ことはだれよりもわかっておりますので、それはありません」ということでございまして、

私も事務局のその言葉を信じざるを得ない状況でありました。気持ちは、今おっしゃった

気持ちと全く同一でございます。 

 このことがやはりひとり歩きをしたり、曲がった解釈をされて大変なことになっていく

と、蟻の一穴みたいなことになっていくということで、もう本当に気をつけなければいけ

ないということで、今日のこの協議会でそのこともお願いをするべきかどうかというとこ

ろまで考えましたけれども、委員の皆様方に我々事務局サイドの方からお願いをするとい
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うことはこれはもう実に不遜なことであろうということで、先ほどの首長会で合併対策室

長の方から、ぜひひとつ各首長さん、それぞれのお立場で、今後こういうことがないよう

にお力添えをお願いを申し上げたいというお願いを実は、各１市５町の私を含めてお願い

をしたところでございまして、そういうことで、どういう経過かというのは全くわからな

い状況でございますので、今回のこのことについては、特にこの議案が、先ほども桜島町

から話が出ましたように、住民の皆さんにとっては最も身近でまた関心のある議案であっ

ただけに、私は大変残念に思っておるところでございまして、このことを１つの教訓にし

て、お互いそのこと等については、やはりこれは私ども、例えば今日議会からも議長以下

見えておりますけれども、議案の内容なりそういうことについては、本当はこのことは前

もってちょっと相談した方がいいのかなあという内容もありますけれども、あえて私は、

議会からのあるいは叱責を受けるかもしれんけれども、議会に相談をすることはやめるべ

きであろうということで、私だけの判断で出して、うちの議長にも議会にも一言も私も言

っていないわけでありまして、そのことはやっぱりこの協議会でまず上程をして、そして

この協議会でお互いに意見を出し合って、というのは、これは１つの市、１つの町だけの

問題ではなくて、１市５町が一緒になってやっぱり検討すべきことでありますので、この

ことについては、今後お互いに気をつけてやってまいりたいという気持ちでございますか

ら、もうこのことはこれ以上詮索をしても仕方のないことだろうかなと思いますので、ご

了承をいただいて、これからお互い一人一人が、また今日はお互い委員だけでなくて、事

務局だけでなくて、幹事会のメンバーも１市５町全部から出ておりますし、専門部会のメ

ンバーも１市５町全部から出ておりますし、そしてまたその下で事務に携わる人も１市５

町それぞれおるわけでありまして、そのことを含めて今日は首長さんにもお願いしました

ので、担当のそういう皆さんも十分ひとつ気をつけて対応していきたい。そしてお互いに

気持ちよく協議をしながら、最大公約数を求めながら努力をしていくと、そういうことに

さしていただきたいと思いますが、そういうことでよろしゅうございますでしょうか。 

   ［「異議なし」という者あり］ 

〇赤崎議長 そういうことでひとつご了承をお願いを申し上げたいと存じます。 

 

   △閉  会 

〇赤崎議長 それでは、特になければ、本日はこれで終わらせていただきたいと存じます。 

 次回、６月９日午後３時、よろしくお願いいたします。 
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 ありがとうございました。 

午後３時５７分閉会 

 

 

 


